Forms of Transmission of “The Century of Solo Compositions on the Entertainment Dedicated to Kasuga-Sanage Shrine” (Special Feature: Cultural Heritage of the Region in the Global Era) by 伊藤 伸江 et al.
一
三
七
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
『
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
』
の
伝
来
│
│
報
告
と
考
察
│
│
伊 
藤 
伸 
江
・
奥 
田 　
 
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
宗
祇
の
句
集
『
宇
良
葉
』
の
末
尾
に
は
、
三
つ
の
独
吟
百
韻
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
最
初
の
百
韻
で
あ
る
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
は
、
発
句
「
朝
な
け
に
さ
し
そ
ふ
春
の
ひ
か
り
か
な
」
が
「
将
軍
家
の
御
会
に
ま
い
る
へ
き
よ
し
侍
し
と
き
、
春
日
左
抛
明
神
に
立
願
し
た
て
ま
つ
る
と
て
」
と
の
詞
書
で
、
発
句
の
部
に
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
百
韻
自
体
の
末
尾
に
も
、
次
の
よ
う
な
説
明
の
添
書
が
付
さ
れ
て
い
）
1
（
る
。（
こ
れ
以
降
、
添
書
を
便
宜
上
奥
書
と
称
し
、
論
の
展
開
の
た
め
に
、
こ
の
奥
書
を
「
奥
書
Ａ
」
と
称
す
る
。）
【
奥
書
Ａ
】
　
　
此
百
韻
は
将
軍
家
の
御
会
に
は
し
め
て
　
　
め
し
く
は
へ
ら
れ
侍
し
時
春
秋
五
十
六
歳
春
日
の
　
　
末
社
左
抛
の
御
前
に
祈
念
の
事
　
　
あ
り
て
彼
御
社
の
名
を
発
句
の
中
に
　
　
か
く
し
て
手
向
侍
し
を
程
へ
て
後
　
　
独
吟
の
功
を
三
時
に
終
侍
し
也
お
ほ
よ
そ
一
三
八
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こ
の
神
に
い
の
り
申
事
い
さ
ゝ
か
そ
の
　
　
よ
し
あ
る
事
に
な
ん
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
宗
祇
は
、
将
軍
家
の
連
歌
会
に
参
加
が
か
な
っ
た
文
明
八
年
、
五
十
六
歳
の
時
に
、
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
っ
て
春
日
末
社
左
抛
社
に
祈
念
し
、
発
句
を
詠
み
捧
げ
た
こ
と
、
そ
の
後
に
独
吟
で
速
詠
の
形
で
付
け
終
え
た
百
韻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
百
韻
自
体
の
独
立
し
た
伝
本
は
多
く
は
な
い
が
、
奥
書
Ａ
と
同
一
系
統
の
奥
書
の
あ
る
独
立
し
た
百
韻
の
伝
本
と
し
て
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
『
宗
祇
時
代
連
歌
集
』（
目
録
番
号
５
５
２
７
、
目
録
に
よ
れ
ば
江
戸
初
期
か
ら
江
戸
中
期
の
写
）
所
収
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽 
独
）
2
（
吟
」
が
あ
る
。
　
そ
の
他
、
末
尾
に
奥
書
を
持
つ
伝
本
に
は
、
北
海
学
園
北
駕
文
庫
本
『
連
歌
独
吟
百
韻
外
』
所
収
「
文
明
八
年
四
月
十
一
日
春
日
左
抛
法
楽
宗
祇
独
吟
百
韻
」（
16
－
28
－
16
－
2
、
Ｄ
613
、
写
一
冊
、
１
０
０
０
０
２
６
４
３
、
書
写
年
代
不
明
、
江
戸
時
代
後
期
か
）、
大
阪
天
満
宮
蔵
『
古
連
歌
千
四
百
』（
れ 
甲
6
）
所
収
本
（
延
宗
本
・
文
化
六
年
三
月
写
）
の
同
百
韻
が
あ
る
。
　
後
二
者
の
う
ち
、
北
駕
文
庫
本
『
連
歌
独
吟
百
韻
外
』
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
百
韻
と
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」（
発
句
「
か
ぎ
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
桜
か
な
」）
と
を
、
連
続
し
て
書
写
し
、
そ
の
間
に
、
両
百
韻
が
一
具
の
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
記
述
（「
か
き
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
さ
く
ら
哉　
此
百
員
ト
合
巻
也
」）
と
、
両
百
韻
に
言
及
す
る
奥
書
と
を
置
い
て
い
る
（
三
に
引
用
）。
大
阪
天
満
宮
蔵
延
宗
本
の
末
尾
の
奥
書
は
、
北
駕
文
庫
本
の
奥
書
の
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
に
関
す
る
部
分
を
お
そ
ら
く
ま
と
め
て
記
し
た
も
）
3
（
の
と
考
え
ら
れ
、『
宇
良
葉
』
所
収
の
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
の
奥
書
（
奥
書
Ａ
）
と
は
形
式
や
内
容
が
相
違
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
伝
本
の
存
在
か
ら
は
、
こ
の
百
韻
が
、
単
独
で
は
な
く
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
と
一
具
と
し
て
、
単
独
の
伝
本
の
場
合
と
ま
た
別
の
奥
書
を
持
ち
、
巻
子
の
形
で
流
布
し
た
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
報
告
し
、
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
な
ぜ
そ
う
し
た
形
も
流
布
し
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
一
三
九
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
が
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
と
一
具
の
も
の
と
し
て
伝
来
し
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
研
究
側
か
ら
、
金
子
金
治
郎
氏
の
言
及
が
あ
）
4
（
る
。
ま
た
、
伊
地
知
鐡
男
氏
に
よ
っ
て
も
、『
連
歌
集
書
』
第
五
十
一
冊
の
第
一
番
目
、
第
四
番
目
に
入
る
両
百
韻
に
関
係
す
る
、
野
坂
本
等
諸
本
の
跋
文
紹
介
が
あ
っ
）
5
（
た
。
た
だ
野
坂
本
は
現
在
閲
覧
不
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
は
小
松
天
満
宮
本
か
ら
考
察
を
す
す
め
る
。
　
石
川
県
小
松
市
の
小
松
天
満
宮
は
、
加
賀
前
田
家
三
代
利
常
に
よ
り
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
創
建
さ
れ
、
加
賀
藩
の
人
々
の
崇
敬
を
集
め
た
神
社
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
春
日
社
法
楽
何
路
百
韻
」（「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」）
と
、「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
宮
司
北
畠
能
房
氏
の
お
は
か
ら
い
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
四
月
十
九
日
に
拝
見
、
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
　
「
春
日
社
法
楽
何
路
百
韻
」
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
新
写
の
巻
子
本
一
巻
。
筆
者
は
、
梅
林
院
九
世
秀
順
氏
。
秀
順
氏
は
現
在
の
宮
司
北
畠
能
房
氏
の
曽
祖
父
に
当
た
る
方
で
あ
る
。
外
題
は
秀
順
氏
筆
で
「
宗
祇
独
吟
前
百
韻
写
」。
唐
花
模
様
の
緑
布
表
紙
。
見
返
し
は
墨
色
と
青
色
の
ま
じ
っ
た
墨
流
し
文
様
で
あ
る
。
軸
は
白
軸
。
抑
え
竹
に
は
茶
色
紐
が
付
い
て
い
る
。
第
一
紙
に
は
、「
春
日
末
社
左
抛
明
神
御
前
法
楽
／
何
路
」
と
あ
り
、
百
韻
が
写
さ
れ
て
い
る
。
　
巻
子
本
の
末
尾
に
は
、「
春
日
社
法
楽
何
路
百
韻
」
に
付
属
す
る
宗
祇
の
奥
書
及
び
梅
林
院
九
世
秀
順
氏
の
書
写
奥
書
が
あ
）
6
（
る
。
こ
の
宗
祇
の
奥
書
は
、
奥
書
Ａ
の
系
統
で
あ
り
、
秀
順
氏
が
写
さ
れ
た
親
本
が
い
か
な
る
人
の
所
蔵
に
な
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
奥
書
Ａ
を
持
つ
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
わ
か
る
。
　
　
此
百
韻
ハ
将
軍
家
門
御
会
に
は
し
　
　
め
て
召
加
へ
ら
れ
侍
し
時
春
秋
五
十
六
歳
　
　
春
日
の
末
社
左
抛
の
御
前
に
一
四
〇
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祈
念
の
事
あ
り
て
彼
御
社
の
名
を
　
　
発
句
の
中
に
か
く
し
て
手
向
侍
し
を
　
　
程
へ
て
後
独
吟
の
功
を
三
時
に
終
は
へ
　
　
り
し
な
り
お
よ
そ
こ
の
神
に
い
の
り
　
　
申
事
い
さ
ゝ
か
そ
の
よ
し
あ
る
こ
と
に
　
　
な
む
　
　
こ
の
百
韻
ハ
御
社
に
あ
る
独
吟
の
前
の
　
　
も
の
に
て
御
や
し
ろ
に
は
後
の
百
韻
　
　
の
み
な
り
し
を
こ
た
ひ
さ
る
人
に
こ
　
　
ひ
て
前
の
百
韻
を
う
つ
し
と
り
は
し
　
　
め
て
前
後
二
百
韻
揃
へ
し
も
の
な
り
　
　
　
昭
和
十
九
年
十
月
写
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
院
九
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
順
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
年
七
十
七
歳
秀
順
氏
の
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
は
、
前
の
百
韻
と
し
て
、
天
満
宮
に
存
す
る
後
の
百
韻
と
一
具
と
あ
る
も
の
な
の
で
、
昭
和
十
九
年
十
月
に
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
を
あ
る
人
に
借
り
受
け
て
写
し
、
両
百
韻
を
揃
え
た
と
い
う
。
　
次
に
、
秀
順
氏
が
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
を
書
写
す
る
契
機
と
な
っ
た
、
小
松
天
満
宮
文
庫
本
「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
一
四
一
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
書
誌
を
述
べ
る
。
　
巻
子
本
一
軸
。「
宗
祇
独
吟
連
歌
」
と
打
ち
付
け
書
で
記
さ
れ
た
桐
箱
入
り
。
箱
内
に
「
連
歌
宗
匠
種
玉
庵
宗
祇　
明
応
八
年
七
月
廿
日
／
独
吟 
百
韻
／
か
き
り
さ
へ　
一
巻　
印
」
と
記
さ
れ
、
朝
倉
茂
入
の
極
め
印
が
押
さ
れ
た
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
巻
子
本
の
表
紙
は
流
水
紋
の
あ
る
朽
葉
色
の
布
表
紙
。
黒
檀
か
と
思
わ
れ
る
黒
軸
。
押
さ
え
竹
は
あ
る
が
、
紐
は
紛
失
し
て
無
い
。
見
返
し
は
金
。
第
一
紙
56
㎝
、
第
二
紙
54
㎝
、
第
三
紙
55
㎝
、
第
四
紙
54
㎝
。
料
紙
四
枚
を
貼
り
つ
な
ぎ
、
そ
の
上
に
百
韻
を
書
い
て
い
る
。
料
紙
に
は
裏
打
ち
あ
り
。
墨
書
さ
れ
た
百
韻
の
句
の
う
ち
に
は
、
紙
の
継
ぎ
目
に
か
か
っ
て
記
さ
れ
た
句
、
句
の
末
尾
の
文
字
が
金
泥
の
模
様
に
隠
さ
れ
て
い
る
句
が
あ
る
。
ま
た
、
料
紙
同
士
の
糊
が
剥
が
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
張
り
込
ま
れ
た
内
側
の
箇
所
に
は
金
線
が
無
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
装
飾
な
し
の
状
態
の
料
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、
当
該
の
紙
に
百
韻
を
写
し
、
そ
の
上
で
、
字
の
書
い
て
あ
る
箇
所
を
残
し
て
金
泥
で
紙
の
周
囲
を
装
飾
し
、
最
後
に
百
韻
が
記
さ
れ
た
箇
所
の
周
囲
全
体
を
金
線
で
四
角
く
囲
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
非
常
に
高
価
な
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
て
お
り
、
書
写
は
江
戸
時
代
か
。
石
川
県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
。
　
内
容
は
、
何
人
百
韻
の
句
が
書
か
れ
、
挙
句
「
わ
か
影
な
れ
や
ふ
く
る
灯
」
の
次
に
改
行
し
「
百
韻
終
」
と
記
し
た
後
、
跋
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
ち
ら
の
百
韻
の
奥
書
の
翻
刻
を
以
下
に
示
）
7
（
す
（
こ
の
奥
書
の
各
行
頭
に
番
号
を
私
に
付
し
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
部
分
を
奥
書
Ｂ
の
１
、
⑥
か
ら
㉑
ま
で
の
部
分
を
奥
書
Ｂ
の
２
と
称
す
る
）。
【
奥
書
Ｂ
】
　
　
（
一
行
前
に
「
百
韻
終
」
と
あ
る
）
　
①
此
独
吟
二
百
韻
之
内
前
ハ
予
五
　
②
十
六
之
時
将
軍
家
御
会
ニ
始
而
被
召
　
③
加
侍
し
時
祈
念
の
た
め
ニ
春
日
末
社
　
④
左
抛
御
前
発
句
を
手
向
侍
り
き
取
一
四
二
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⑤
分
此
神
ニ
申
事
子
細
あ
る
事
と
そ
　
⑥
後
の
百
韻
ハ
予
今
年
七
十
九
歳
　
⑦
三
月
廿
日
比
ニ
落
花
の
面
白
ニ
不
堪
　
⑧
し
て
云
捨
侍
し
を
其
後
一
句
二
句
な
と
　
⑨
付
侍
て
み
れ
は
更
に
心
も
ほ
れ
言
葉
も
む
す
　
⑩
ほ
ふ
れ
て
侍
な
か
ら
只
に
は
と
思
ふ
心
許
に
て
　
⑪
文
月
の
末
に
極
し
て
は
た
し
ぬ　
　
　
　
　
「
極
し
て
」
は
野
坂
本
で
は
「
か
ら
う
し
て
」。
　
⑫
老
の
思
の
其
事
と
な
き
ハ
自
元
さ
る
　
⑬
事
な
れ
と
も
ま
へ
の
三
時
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
　
⑭
心
を
お
も
へ
は
遙
の
利
鈍
侍
へ
き
に
や
　
⑮
先
の
百
韻
も
其
内
二
句
三
句
も
よ
ろ
　
⑯
し
き
は
侍
ら
ね
と
も
猶
形
も
有
様
に
や
　
⑰
侍
ら
む
い
つ
れ
も
か
ひ
な
き
諺
な
れ
と
申
に
　
⑱
是
を
便
と
し
て
此
道
を
長
く
思
留
り
ぬ
　
⑲
へ
く
こ
そ
　
⑳　
明
応
八
年
ひ
つ
し
の
と
し
　
㉑　
　
　
　
　
七
月
廿
日
巻
子
本
に
は
、「
後
の
百
韻
」
に
あ
た
る
何
人
百
韻
し
か
な
い
が
、
前
・
後
と
呼
び
分
け
ら
れ
た
二
つ
の
独
吟
百
韻
に
対
し
て
の
奥
書
で
あ
る
。「
後
の
百
韻
」
に
関
し
、
明
応
八
年
の
七
月
廿
日
の
日
付
が
あ
り
、
三
月
廿
日
こ
ろ
の
詠
み
は
じ
め
か
ら
四
ヶ
月
の
時
を
か
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
四
三
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
伝
本
の
中
で
、
小
松
天
満
宮
本
と
類
似
の
奥
書
を
持
つ
伝
本
に
、
京
大
潁
原
文
庫
本
（
Gi
－
9
）
と
天
理
図
書
館
本
（
れ
・
4
・
１
－
26
）
が
あ
る
（
注（
8
）に
潁
原
文
庫
本
の
翻
刻
を
あ
げ
た
）。
潁
原
文
庫
本
は
平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
、
天
理
図
書
館
本
は
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
に
閲
覧
、
調
査
を
な
し
た
。
　
潁
原
文
庫
本
は
、
昭
和
二
年
十
二
月
十
八
日
に
潁
原
退
蔵
氏
が
原
稿
用
紙
に
書
写
し
た
草
稿
を
、
後
に
袋
綴
冊
子
本
の
形
式
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
京
大
で
所
蔵
す
る
に
あ
た
り
袋
綴
冊
子
本
の
形
に
仕
立
て
た
か
と
思
わ
れ
る
。
百
韻
末
尾
に
跋
文
を
付
し
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
小
松
天
満
宮
本
に
一
致
し
、「
明
応
八
年
ひ
つ
し
の
と
し
／
七
月
廿
日
」
の
日
付
も
入
る
が
、
④
「
手
向
」
を
「
手
問
」（
以
下
、
順
に
小
松
天
満
宮
本
、
潁
原
文
庫
本
）、
⑩
「
心
許
」
を
「
心
躰
」、
⑫
「
自
元
」
を
「
ひ
え
」、
⑬
「
三
時
」
を
「
上
時
」
と
す
る
な
ど
、
本
文
に
は
問
題
が
多
い
。
な
お
、
潁
原
氏
の
書
写
奥
書
は
、「
右
真
如
堂
塔
頭
某
院
蔵
什
巻
物
よ
り
写
校
了
宗
祇
自
筆
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
／
昭
和
三二
年
十
二
月
十
八
日
／
退
蔵
」
と
あ
り
、
氏
が
真
如
堂
塔
頭
所
蔵
の
巻
子
本
を
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
理
本
は
、
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
で
筆
写
し
た
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
を
こ
よ
り
に
よ
り
仮
綴
じ
し
た
本
。
紫
影
文
庫
の
朱
印
を
持
ち
、
昭
和
二
十
六
年
二
月
五
日
に
天
理
図
書
館
の
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
（
朱
）
は
「
右
真
如
堂
塔
頭
某
院
蔵
什
巻
物
よ
り
写
一
校
了
／
昭
和
二
年
十
二
月
十
八
日　
紫
影
」
と
あ
り
、
潁
原
氏
書
写
と
同
一
本
を
、
同
じ
日
に
藤
井
乙
男
氏
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。『
綿
屋
文
庫
連
歌
俳
諧
書
目
録
第
一
』
に
は
、「
奥
書　
右
真
如
蔵
塔
頭
某
院
什
巻
物
よ
り
写
一
校
了　
昭
和
二
年
十
二
月
十
八
日　
紫
影
」
と
あ
り
、「
真
如
堂
」
を
「
真
如
蔵
」
と
誤
り
、
さ
ら
に
一
文
字
抜
け
て
い
る
ゆ
え
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
新
写
本
で
あ
る
が
、
親
本
と
し
て
、
小
松
天
満
宮
本
と
同
形
式
で
あ
る
（
後
の
百
韻
と
奥
書
を
有
す
る
）
真
如
堂
塔
頭
蔵
巻
子
本
の
存
在
が
わ
か
る
。
　
真
如
堂
（
鈴
聲
山
真
正
極
楽
寺
）
は
、
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如
町
82
に
存
す
る
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
開
創
と
さ
れ
る
古
刹
で
あ
り
、
二
度
の
焼
失
を
経
て
、
元
禄
六
年
に
現
在
の
地
に
移
転
し
、
元
禄
か
ら
宝
永
年
間
に
か
け
て
中
門
、
伽
藍
な
ど
の
一
四
四
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建
設
が
な
さ
れ
現
在
に
至
る
。
潁
原
文
庫
本
は
、
潁
原
氏
が
写
し
た
年
次
の
わ
か
る
新
写
本
と
し
て
は
最
も
早
い
昭
和
二
年
の
も
の
で
あ
）
9
（
る
の
だ
が
、
他
に
情
報
が
な
く
、
ま
た
現
段
階
で
は
、
藤
井
・
潁
原
氏
の
写
し
た
真
如
堂
塔
頭
蔵
本
に
関
し
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
大
阪
天
満
宮
『
古
連
歌
千
四
百
』（
れ 
甲
6
）
に
は
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」（
名
称
は
「
明
応
八
年
三
月
／
唐
何
（
朱
）」
と
な
っ
て
い
る
）
は
、
八
番
目
、「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
は
十
四
番
目
に
入
り
、
連
続
し
て
は
い
な
い
。「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
延
宗
本
は
、
奥
書
に
あ
た
る
部
分
を
百
韻
冒
頭
余
白
に
注
と
し
て
小
字
で
び
っ
し
り
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
即
ち
、
校
合
し
た
他
本
か
ら
の
書
き
入
れ
で
あ
る
が
、「
祇
公
自
筆
の
巻ニ百
韻物
の
奥
ニ
此
百
韻
ハ
予
今
年
七
十
九
歳
／
三
月
廾
日
比
ニ
落
花
の
面
白
ニ
不
堪
し
て
云
捨
侍
し
を
其
後
一
句
／
二
句
な
と
付
侍
て
見
れ
ハ
更
ニ
心
も
ほ
れ
言
葉
も
む
す
ほ
ゝ
れ
て
侍
／
な
か
ら
只
に
は
と
思
ふ
心
躰
に
て
文
月
の
末
ニ
至
り
て
は
た
し
ぬ
／
老
の
思
ひ
の
其
事
と
な
き
ハ
わ本ノ
マえゝ
さ
る
事
な
れ
と
も
ま
へ
の
上
／
時
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
心
を
思
へ
ハ
遥
の
利
陀
侍
る
へ
き
に
や
先
の
百
員
／
も
其
内
二
句
三
句
も
宜
し
き
ハ
侍
ら
ね
と
も
猶
形
も
有
程
に
や
／
侍
ら
ん
い
つ
れ
も
か
ひ
な
き
諺
な
れ
と
申
ニ
是
を
便
と
し
て
此
／
道
を
長
く
思
留
り
ぬ
へ
く
こ
そ　
明
応
八
年
ひ
つ
し
の
と
し
七
月
廿
日
ト
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
小
松
天
満
宮
本
の
奥
書
Ｂ
の
２
を
書
き
入
れ
た
形
で
あ
り
、
校
異
の
主
な
も
の
は
潁
原
文
庫
本
と
一
致
す
る
。
　
ま
た
、
百
韻
末
尾
に
本
文
と
同
筆
、
同
じ
字
く
ば
り
で
、「
此
百
韻
ハ
祇
公
七
十
九
歳
三
月
よ
り
七
月
ま
て
五
ヶ
月
の
程
門
弟
遺
戒
の
為
に
首
尾
と
も
に
安
〳
〵
と
つ
ゝ
け
給
ひ
し
也
末
代
の
亀
鑑
此
み
ち
の
正
風
体
な
る
へ
し
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
、
本
文
書
写
時
に
同
時
に
書
き
、
後
に
、
校
合
本
か
ら
の
書
き
入
れ
を
冒
頭
余
白
に
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
校
合
に
際
し
て
真
如
堂
塔
頭
蔵
本
の
系
統
の
巻
子
本
を
見
る
事
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
こ
れ
ら
「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
に
付
随
す
る
形
で
の
跋
文
に
対
し
て
、
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
蔵
『
連
歌
独
吟
百
韻
』（
小
63
）
は
、
八
つ
の
独
吟
を
時
代
順
に
集
め
た
独
吟
百
韻
の
写
本
で
あ
る
が
、
う
ち
二
番
目
と
三
番
目
の
百
韻
と
し
て
、「
文
明
八
年
四
月
十
一
日
春
日
左
抛
法
楽
宗
祇
独
吟
百
韻
」、「
明
応
三
（
稿
者
注
マ
マ
）年
三
月
宗
祇
独
吟
百
韻
」
が
連
続
し
て
お
り
、
二
つ
の
百
韻
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
）
10
（
る
。
一
四
五
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
　
　
（
左
抛
百
韻
の
挙
句
「
猶
手
向
を
け
露
の
こ
と
の
は
」
の
後
に
）
　
　
　
か
き
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
さ
く
ら
哉　
此
百
員
ト
合
巻
也
　
　
奥
書
ニ
云
　
　
此
独
吟
二
百
韻
の
内
予
五　（稿
者
注
マ
マ
）　
十
二
歳
の
時
将
軍
家
の
御
会
ニ
始
而
　
　
被
召
出
侍
し
ニ
祈
念
の
為
春
日
の
末
社
左
抛
御
前
に
し
て
発
句
を
　
　
手
向
侍
り
き
取
分
此
神
に
申
事
子
細
有
こ
と
ゝ
そ
後
百
員
は
　
　
予
こ
と
し
七
十
九
歳
三
月
廿
日
ち
る
花
の
面
白
に
堪
す
し
て
い
ひ
捨
　
　
侍
り
し
を
其
後
一
句
二
句
な
と
付
侍
り
て
み
れ
は
更
に
心
も
　
　
ほ
れ
詞
も
む
す
ほ
ゝ
れ
何
の
こ
と
は
り
も
な
く
侍
り
し
を
　
　
お
も
ひ
捨
す
月
〳
〵
を
お
く
り
侍
な
か
ら
し
か
も
や
む
こ
と
を
　
　
得
す
し
て
な
か
は
過
ぬ
れ
は
い
か
て
か
只
に
は
と
お
も
ふ
心
斗
に
て
　
　
文
月
の
末
に
か
ら
う
し
て
は
た
し
ぬ
老
の
思
ひ
の
そ
の
こ
と
ゝ
　
　
な
き
は
も
と
よ
り
さ
る
こ
と
な
れ
と
前
の
三
時
に
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
　
　
心
を
お
も
へ
は
は
る
か
の
利
鈍
侍
る
へ
き
に
や
さ
き
の
百
員
も
　
　
そ
の
内
二
句
三
句
も
よ
ろ
し
き
は
侍
ら
ね
と
猶
形
も
よ
き
程
　
　
に
や
侍
ら
ん
中
〳
〵
こ
れ
を
便
と
し
て
此
道
を
お
も
ひ
と
ま
る
　
　
へ
く
こ
そ
こ
う
し
た
両
百
韻
の
間
に
奥
書
な
ど
を
置
く
記
述
の
配
置
は
、
合
巻
で
存
し
た
両
百
韻
の
、「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
奥
書
が
、
左
抛
百
韻
の
内
容
に
も
言
及
し
て
い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
北
駕
文
庫
本
の
奥
書
は
、
奥
書
Ｂ
の
系
統
に
属
す
る
が
、
前
の
百
韻
詠
出
時
の
年
齢
、
後
百
韻
の
奥
書
Ｂ
の
２
部
分
で
の
傍
線
一
四
六
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部
（
稿
者
）
の
よ
う
な
相
違
が
小
松
天
満
宮
本
と
の
間
に
存
し
て
い
る
。
　
先
に
述
べ
た
野
坂
本
『
春
の
ひ
か
り
』
所
収
百
韻
の
跋
文
は
、
金
子
氏
、
伊
地
知
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
刻
（
完
全
で
は
な
く
一
部
分
の
み
）
が
あ
）
11
（
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
松
天
満
宮
本
に
あ
る
末
尾
日
付
は
野
坂
本
に
は
な
い
。
ま
た
、
⑦
「
三
月
廿
日
比
ニ
」
が
「
三
月
廿
日
比
」、
⑩
「
侍
な
か
ら
」
が
「
何
の
理
も
な
く
侍
し
を
、
お
も
ひ
捨
ず
月
を
送
り
侍
な
が
ら
、
し
か
も
や
む
事
を
得
ず
し
て
半
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
い
か
に
」、
⑬
「
な
れ
と
も
」
が
「
な
れ
ど
」、「
三
時
」
が
「
三
時
に
」、「
諺
な
れ
と
申
に
」
が
「
こ
と
わ
ざ
な
れ
ど
、
中
〳
〵
」、
⑱
「
と
し
て
」
が
「
に
し
て
」、「
長
く
」
が
「
ふ
か
く
」、「
留
り
ぬ
」
が
「
と
ま
る
」、
⑲
「
へ
く
こ
そ
」
が
「
べ
き
と
こ
そ
」
と
な
っ
て
お
り
（
番
号
は
小
松
天
満
宮
本
の
翻
刻
の
行
数
）、
北
駕
文
庫
本
が
野
坂
本
系
統
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
　
以
上
の
奥
書
の
検
討
か
ら
、「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
を
合
わ
せ
持
ち
、
奥
書
Ｂ
を
記
す
巻
子
本
に
、
小
松
天
満
宮
本
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
が
写
し
た
巻
子
本
系
統
（
真
如
堂
蔵
本
、
延
宗
本
の
校
合
本
が
属
す
る
）、
北
駕
文
庫
本
や
野
坂
本
が
写
し
た
巻
子
本
系
統
の
二
系
統
が
少
な
く
と
も
存
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
松
天
満
宮
本
は
、
延
宗
本
の
存
在
か
ら
、
天
満
宮
関
係
の
書
の
流
れ
が
思
わ
れ
る
。
　
な
お
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
は
、
名
作
の
誉
れ
高
い
ゆ
え
に
、
注
が
付
さ
れ
た
形
で
多
く
流
布
し
て
い
る
が
（
金
子
氏
分
）
12
（
類
に
よ
れ
ば
、
第
一
種
注
（
宗
牧
注
）、
第
二
種
注
（
周
桂
注
）、
第
三
種
注
（『
連
歌
破
邪
顕
正
・
追
加
』）、
付
注
百
韻
の
場
合
は
、
左
抛
百
韻
と
の
関
連
は
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
小
松
天
満
宮
本
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
天
満
宮
に
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
小
松
天
満
宮
初
代
別
当
の
能
順
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
年
六
月
七
日
に
、
小
松
天
満
宮
の
由
来
を
問
わ
れ
、
寺
社
奉
行
に
あ
て
執
筆
し
た
由
来
書
と
宝
物
目
録
を
提
出
し
て
い
）
13
（
る
。
こ
の
目
録
は
、
微
妙
院
前
田
利
常
よ
り
拝
領
し
た
品
々
の
目
録
で
、「
古
筆
之
物
共
」
と
一
四
七
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
し
て
、
歌
書
類
と
、
連
歌
関
係
書
が
多
く
あ
り
、
中
で
連
歌
懐
紙
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
存
し
た
。
　
　
一
連
歌
懐
紙　
　
　
近
衛
殿
竜
山
御
筆 
壱
巻
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
正
親
町
公
躬
卿
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
速
水
左
衛
門
尉
友
益
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
連
歌
師　
専
順
筆 
百
韻
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
同　
　
　
紹
巴
筆 
百
韻
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
専
筆 
百
韻
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
同　
　
　
昌
叱
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
同　
　
　
理
成
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
同　
　
　
　
　
　
同　
　
　
玄
仍
筆 
百
韻
不
足
　
　
一
宗
砌
連
歌　
　
　
同　
　
　
行
助
筆 
百
韻
　
　
一
夢
想
連
歌　
　
　
同　
　
　
萩
野
宗
現
筆 
百
韻
小
松
天
満
宮
本
の
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
朝
倉
茂
入
極
め
は
、
宗
祇
自
筆
と
し
て
い
る
が
、
目
録
中
に
宗
祇
の
作
品
、
宗
祇
の
筆
跡
と
さ
れ
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
　
一
方
、
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
二
度
に
わ
た
り
梅
林
院
の
宝
物
目
録
の
手
控
え
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
『
小
松
梅 
林
院
天
満
宮
宝
物
之
記
』（
薄
様
一
枚
）
が
、
加
越
能
文
庫
に
存
し
て
い
）
14
（
る
。
宝
物
の
項
目
中
に
謙
徳
院
（
前
田
重
煕
、
一
七
二
九
〜
一
七
五
三
）
の
自
筆
百
首
が
あ
り
、
こ
の
百
首
の
奉
納
以
後
の
手
控
え
と
知
ら
れ
、
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
半
部
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
…
一
四
八
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霊
元
天
皇
ヨ
リ
拝
領
　
　
一
梅
花
硯
　
 
正
三
位
藤
原
韶
光
卿
御
筆
　
　
一
同
記
　
　
一
小
松
天
満
宮
御
縁
起　
本
多
素
柳
軒
遺
筆
　
 
聖
武
天
皇
御
筆
　
　
一
金
天
品
第
廿
三
　
　
一
利
長
公
御
書
　
 
謙
徳
院
様
御
自
詠
御
自
筆
　
　
一
松
梅
題
詠
百
首
　
　
一
独
吟
連
歌
百
韻　
宗
祇
筆
　
 
仙
洞
様
御
筆
　
　
一
立
像
人
丸
　
　
　
…
能
順
が
元
禄
十
三
年
に
霊
元
院
か
ら
拝
領
し
た
梅
花
硯
と
そ
の
記
、
能
順
の
依
頼
に
よ
り
本
多
政
長
（
一
六
三
一
〜
一
七
〇
八
）
が
記
し
た
『
小
松
天
満
宮
縁
起
』、
ま
た
筆
跡
類
に
「
独
吟
連
歌
百
韻　
宗
祇
筆
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
貴
顕
や
権
者
の
筆
跡
と
記
さ
れ
る
天
神
像
、
名
号
、
経
な
ど
の
中
に
混
じ
り
、
宗
祇
自
筆
百
韻
が
書
き
止
め
ら
れ
る
が
、
他
の
連
歌
書
類
は
な
い
。
　
宗
祇
の
筆
跡
は
江
戸
期
に
お
い
て
珍
重
さ
れ
、
例
え
ば
『
江
岑
宗
左
茶
書
』
に
よ
れ
ば
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
月
廿
日
、
石
川
宗
玄
が
亭
主
で
あ
っ
た
茶
会
で
、「
宗
祇
ノ
文
」
が
掛
物
で
あ
り
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
五
月
三
日
の
万
や
宗
伴
が
亭
主
で
あ
っ
た
茶
会
一
四
九
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
で
、「
心
渓（敬）ノ
筆
」「
宗
祇　
御
セ（抄
）ウ
」
が
掛
物
と
な
っ
て
い
）
15
（
る
。
宗
祇
の
筆
跡
が
北
野
梅
松
院
関
係
の
文
書
か
ら
抜
き
取
ら
れ
、
表
装
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
）
16
（
り
、
北
野
天
満
宮
関
係
者
は
、
当
然
宗
祇
筆
跡
を
尊
重
し
よ
う
。『
聯
玉
）
17
（
集
』
を
見
て
も
、「
祇
公
筆
跡
開
」
の
発
句
が
五
例
見
え
、
能
順
が
折
々
諸
所
の
宗
祇
関
係
古
筆
披
露
の
連
歌
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
に
関
し
て
、
小
松
天
満
宮
に
お
い
て
、
初
代
別
当
を
つ
と
め
た
能
順
が
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
見
え
る
記
述
が
、
桂
井
未
翁
「
能
順
遺
愛
の
連
歌
文
書
」（「
連
歌
と
俳
諧
」
第
二
巻
第
三
号
・
一
九
三
七
）
に
見
え
る
。
桂
井
氏
が
、
昭
和
十
二
年
三
月
十
九
日
に
、
小
松
天
満
宮
の
連
歌
書
に
関
し
て
閲
覧
調
査
の
機
会
を
得
た
際
の
記
録
と
し
て
、「
か
き
り
さ
へ
」
百
韻
の
奥
書
に
関
し
て
、「
幸
に
も
元
禄
十
一
年
五
月
四
日
修
竹
斎
行
年
七
十
一
能
順
、
と
し
て
後
記
だ
け
を
写
し
た
も
の
が
で
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
記
述
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
文
書
で
あ
る
か
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日
の
綿
抜
豊
昭
氏
の
小
松
天
満
宮
調
査
に
際
し
て
問
い
合
わ
せ
た
が
、
こ
の
後
記
を
写
し
た
文
書
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
稿
者
も
未
確
認
、
未
見
で
あ
る
。
　
た
だ
、
元
禄
十
一
年
の
能
順
は
、『
北
野
天
満
宮
資
料
（
宮
仕
記
）
18
（
録
）』
に
よ
れ
ば
、
前
年
四
月
に
加
賀
小
松
に
下
向
、
十
二
月
十
二
日
に
上
京
し
、
北
野
に
て
年
預
代
を
つ
と
め
て
い
る
。
こ
の
年
八
月
五
日
に
は
、
宗
祇
絵
像
（
興
善
院
法
印
良
勝
筆
）
を
宗
祇
二
百
年
忌
千
句
連
歌
興
行
の
た
め
に
北
野
学
堂
に
寄
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
松
天
満
宮
に
は
『
元
禄
十
一
年
宗
祇
忌
懐
旧
百
韻
』（
能
順
筆
）
が
存
在
す
る
。
元
禄
十
一
年
は
、
能
順
が
き
た
る
べ
き
宗
祇
二
百
年
忌
を
期
し
て
動
い
た
様
子
の
み
ら
れ
る
年
で
あ
っ
た
。
推
定
で
は
あ
る
が
、
能
順
と
関
わ
る
形
で
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
巻
子
本
が
小
松
天
満
宮
に
お
さ
め
ら
れ
た
と
み
て
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
『
聯
玉
集
』
に
よ
れ
ば
、
能
順
は
、
七
十
九
歳
時
に
、
小
松
で
　
　
　
　
　
 
老
後
七
十
九
、
七
月
廿
九
日
歓
生
方
へ
罷
て
祇
公
独
吟
の
発
句
、
か
き
り
さ
へ
似
た
る
花
な
き
桜
哉
、
此
句
を
お
も
ひ
出
て
忌
日
な
れ
は
手
向
侍
る
　
　
220　
言
の
葉
の
花
に
は
似
た
る
は
な
も
な
し
と
、
宗
祇
忌
日
に
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
発
句
を
思
い
、
宗
祇
と
同
年
と
な
っ
た
自
身
の
老
境
と
思
い
あ
わ
せ
て
、
あ
ら
た
め
て
宗
祇
追
慕
の
手
向
け
の
句
を
詠
ん
で
い
た
。
能
順
の
宗
祇
追
慕
に
関
し
て
は
、
別
に
一
稿
を
な
す
が
、
能
順
が
小
松
天
満
宮
本
「
明
一
五
〇
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応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
存
在
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
『
宇
良
葉
』
所
収
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
奥
書
は
す
で
に
、
三
時
（
約
六
時
間
）
で
詠
み
終
え
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
百
韻
が
速
詠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
）
19
（
る
。
大
阪
天
満
宮
文
庫
の
延
宗
本
の
左
抛
百
韻
は
、「
有
本
ニ
春
日
末
社
左
抛
大
明
神
三
時
百
員
ト
ア
リ
」
と
冒
頭
に
朱
で
書
き
加
え
て
お
り
、
速
詠
で
あ
る
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
方
は
三
月
廿
日
か
ら
、
奥
書
の
日
付
の
七
月
廿
日
ま
で
作
成
に
四
ヶ
月
の
時
間
を
か
け
て
い
る
。
奥
書
で
は
、
前
に
速
詠
し
た
時
よ
り
も
、
今
回
の
何
人
百
韻
に
は
は
る
か
に
鋭
い
点
も
鈍
い
点
も
あ
る
だ
ろ
う
と
両
者
を
比
較
し
、
し
か
し
左
抛
百
韻
も
な
ん
と
か
形
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
二
つ
の
百
韻
を
合
わ
せ
、
今
後
の
修
行
の
糧
に
す
べ
し
と
い
う
の
は
、
両
百
韻
に
、
速
詠
と
熟
考
の
後
の
詠
と
い
う
性
格
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
を
味
わ
う
こ
と
が
稽
古
の
た
め
に
は
必
要
と
の
判
断
で
あ
ろ
う
。
奥
書
Ｂ
を
見
て
も
、
多
様
な
詠
み
ぶ
り
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
門
弟
た
ち
の
研
鑽
を
意
図
し
て
お
り
、
付
け
方
を
学
び
た
い
弟
子
た
ち
の
要
望
に
応
じ
て
作
ら
れ
て
い
よ
う
。
　
し
か
し
、『
宇
良
葉
』
末
尾
の
三
百
韻
に
は
、「
明
応
八
年
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。『
宇
良
葉
』
の
成
立
は
明
応
九
年
秋
、
七
月
の
越
後
下
向
以
前
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
宗
祇
自
身
が
、
末
尾
に
お
さ
め
る
百
韻
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」、
延
徳
二
年
の
「
夢
想
之
連
歌
」、
明
応
五
年
の
「
本
式
連
歌
」
の
三
作
品
で
あ
っ
た
。
　
『
宇
良
葉
』
の
「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
の
春
日
社
左
抛
明
神
へ
の
祈
念
が
意
識
さ
れ
た
発
句
や
奥
書
、「
夢
想
之
連
歌
」
の
連
歌
の
神
（
住
吉
明
神
）
と
の
交
感
と
見
え
る
発
句
や
、
序
か
ら
は
、
連
歌
道
を
す
す
む
宗
祇
に
対
す
る
神
か
ら
の
加
護
へ
の
思
い
と
、
宗
祇
自
身
の
連
歌
道
へ
の
さ
ら
な
る
精
進
の
決
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。
文
明
八
年
は
将
軍
家
御
会
へ
の
初
参
加
が
あ
り
、「
夢
想
之
連
歌
」
の
発
句
を
得
た
延
徳
元
年
冬
は
、
十
二
月
に
幕
府
に
任
命
さ
れ
た
北
野
連
歌
会
所
奉
行
を
辞
し
、
こ
の
連
歌
を
完
成
し
た
延
徳
二
年
九
月
に
は
、
一
五
一
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
後
御
土
御
門
天
皇
・
三
条
西
実
隆
両
吟
百
韻
連
歌
の
合
点
の
勅
命
が
あ
る
。「
一
介
の
連
歌
師
に
天
皇
の
重
用
が
及
ん
だ
最
初
の
事
例
」
と
み
）
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（
え
、
両
百
韻
は
、
幕
府
、
天
皇
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
自
ら
の
人
生
の
社
会
的
成
功
を
た
ど
る
際
に
記
念
碑
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
本
式
連
歌
」
を
な
し
た
の
は
明
応
五
年
一
月
九
日
で
あ
る
が
、
こ
の
前
年
に
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
編
纂
し
、
作
者
部
類
を
一
月
四
日
に
禁
裏
に
進
上
し
終
え
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
日
に
は
、
自
作
連
歌
に
関
し
て
勅
点
を
蒙
る
べ
く
三
条
西
実
隆
に
依
頼
し
て
お
り
、
閏
二
月
十
一
日
に
は
下
賜
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
、
宗
祇
の
連
歌
の
道
に
お
け
る
成
功
の
歩
み
と
到
達
点
を
意
識
さ
せ
る
百
韻
を
選
択
す
る
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
内
容
も
速
詠
と
完
成
ま
で
に
一
年
近
く
か
か
っ
た
詠
、『
連
歌
本
式
』
に
従
う
詠
と
詠
み
方
を
変
え
て
い
る
。
発
句
集
で
あ
る
『
宇
良
葉
』
に
、
独
吟
三
百
韻
も
加
え
た
形
で
、
宗
祇
が
、
自
ら
の
力
量
を
能
う
限
り
総
合
的
、
包
括
的
に
披
瀝
し
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
　
す
な
わ
ち
、「
春
日
左
抛
御
前
法
楽
独
吟
百
韻
」
の
伝
来
形
態
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
宗
祇
自
身
に
よ
る
、
は
っ
き
り
し
た
百
韻
の
選
択
と
意
識
的
な
発
信
で
あ
ろ
う
。
百
韻
の
伝
播
の
様
相
か
ら
は
、
享
受
者
の
要
求
に
応
じ
た
一
形
態
の
広
が
り
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
『
宇
良
葉
』
の
末
尾
に
三
百
韻
を
付
載
す
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
奥
書
Ａ
・
Ｂ
の
差
異
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
己
の
連
歌
道
へ
の
思
い
と
強
く
関
わ
る
宗
祇
側
の
選
択
意
識
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。『
宇
良
葉
』
の
三
百
韻
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
の
、
成
立
・
伝
来
状
況
な
ど
の
追
跡
を
な
し
考
察
を
な
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
能
順
は
、
高
岡
の
商
人
服
部
氏
（
高
岡
の
本
陣
）
と
交
際
が
あ
っ
た
が
、
服
部
氏
の
親
戚
で
あ
り
隣
の
家
で
も
あ
っ
た
清
水
家
に
、
宇
良
葉
の
一
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
）
21
（
る
。『
宇
良
葉
』
は
、
著
名
な
宗
祇
の
句
集
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
伝
本
が
非
常
に
少
な
く
、
尊
経
閣
文
庫
旧
蔵
の
櫻
井
本
と
、
清
水
家
旧
蔵
の
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
本
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
宇
良
葉
』
の
伝
来
状
況
も
、
享
受
の
観
点
か
ら
そ
の
一
因
が
考
え
う
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
宗
祇
の
創
作
意
識
へ
の
接
近
に
利
す
る
た
め
の
、
能
順
の
宗
祇
連
歌
の
受
容
の
解
明
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
論
考
は
伊
藤
が
作
成
し
、
奥
田
と
の
検
討
会
議
に
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
本
論
考
はJSPS
科
研
費 JP
17K
02421
「
独
吟
百
韻
分
析
に
一
五
二
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よ
る
宗
祇
連
歌
の
多
面
的
新
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
注
（
1
）  
『
宇
良
葉
』
の
引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
櫻
井
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
（
2
）  
山
田
文
庫
本
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
　
　
此
百
韻
ハ
将
軍
家
の
御
会
に
は
し
め
て
加
ら
れ
 
　
　
侍
し
時
春
秋
五
十
六
歳
春
日
の
末
社
左
抛
の
御
前
に
 
　
　
祈
念
ノ
事
あ
り
て
彼
御
社
名
を
発
句
の
中
に
 
　
　
か
く
し
て
手
向
侍
し
を
程
へ
て
後
独
吟
の
劫
を
 
　
　
三
時
に
終
え
侍
し
也
お
ほ
よ
そ
こ
の
神
に
い
の
り
申
 
　
　
事
い
さ
ゝ
か
そ
の
よ
し
有
こ
と
に
な
ん
（
3
）  
『
古
連
歌
千
四
百
』
所
収
本
の
奥
書
は
次
の
通
り
。
 
　
　
祇
翁
自
筆
巻
物
ノ
奥
ニ
 
　
　
予
五
十
六
の
時　
将
軍
家
御
会
ニ
始
而
 
　
　
被
召
加
侍
り
し
時
祈
念
の
た
め
に
春
日
 
　
　
末
社
左
抛
御
前
発
句
を
手
向
侍
り
き
 
　
　
取
分
此
神
申
事
子
細
あ
る
と
そ
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ア
リ
 
こ
の
奥
書
の
内
容
部
分
は
、
北
駕
文
庫
本
や
、
後
述
小
松
天
満
宮
本
「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
末
尾
の
奥
書
の
前
半
の
形
式
に
近
く
、
山
田
文
庫
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
。
（
4
）  
日
本
古
典
文
学
全
集
『
連
歌
俳
諧
集
』（
昭
和
四
八
・
小
学
館
）
の
「
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
」
の
作
品
解
説
に
言
及
が
あ
り
、『
宗
祇
名
作
百
韻
注
釈
』（
昭
和
六
〇
・
桜
楓
社
）
に
お
い
て
作
品
解
説
を
改
訂
版
と
し
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
連
歌
集 
俳
諧
集
』（
二
〇
〇
一
・
小
学
館
）
に
も
改
訂
版
が
使
わ
れ
た
。
一
五
三
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
（
5
）  
伊
地
知
鐡
男
編
『
連
歌
百
韻
集
』（
昭
和
五
〇
・
汲
古
書
院
）
解
題
。
（
6
）  
引
用
は
小
松
天
満
宮
蔵
本
に
よ
る
。
（
7
）  
引
用
は
注（
6
）に
同
じ
。
（
8
）  
潁
原
文
庫
本
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
　
　
百
韻
終
 
　
　
此
独
吟
二
百
韻
之
内
前
は
予
五
 
　
　
十
六
之
時
将
軍
家
御
会
〻
始
而
 
　
　
被
召
加
侍
し
時
祈
念
の
た
め
ニ
春
日
 
　
　
末
社
左
抛
御
前
発
句
を
手
問
侍
り
（
申
カ
）き　
　
　
　
」
八
オ
 
　
　
取
分
此
神
申
事
子
細
あ
る
事
と
そ
 
　
　
後
の
百
韻
は
予
今
年
七
十
九
歳
 
　
　
三
月
廿
日
比
ニ
落
花
の
面
白
ニ
不
堪
 
　
　
し
て
云
捨
侍
し
も
其
後
一
句
二
句
な
と
 
　
　
付
侍
て
み
れ
は
更
ニ
心
も
ほ
れ
言
葉
も
 
　
　
む
す
ほ
ふ
れ
て
侍
な
か
ら
只
に
は
と
思
ふ
 
　
　
心
躰
に
て
文
月
の
末
に
□
□
て
は
た
し
ぬ
 
　
　
老
の
思
の
其
事
と
な
き
は
ひ
え
さ
る
 
　
　
事
な
れ
と
も
ま
へ
の
上
時
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
 
　
　
心
を
お
も
へ
は
遥
の
利
鈍
侍
へ
き
に
や　
　
　
」
八
ウ
 
　
　
先
の
百
韻
も
其
内
二
句
三
句
も
よ
ろ
 
　
　
し
き
は
侍
ら
ね
と
も
□
（
猶
カ
）形
も
有
様
に
 
　
　
侍
ら
む
い
つ
れ
も
か
ひ
な
き
諺
な
れ
や
 
　
　
と
中
々
是
を
使
と
し
て
此
道
も
一
五
四
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長
く
思
留
る
（
リ
カ
）ぬ
へ
く
こ
そ
 
　
　
明
應
八
年
ひ
つ
し
の
と
し
 
　
　
　
　
　
　
七
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
九
オ
 
　
　
右
真
如
堂
塔
頭
某
院
蔵
什
巻
物
 
　
　
よ
り
写
校
了　
宗
祇
自
筆
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
 
　
　
　
　
昭
和
二
年
十
二
月
十
八
日　
　
　
退
蔵
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
九
ウ
（
9
）  
母
利
司
朗
「
潁
原
文
庫
の
新
写
本
」（「
国
語
国
文
」
第
八
十
九
巻
第
一
号
・
令
和
二
年
一
月
）
（
10
）  
引
用
は
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
（
11
）  
注（
4
）の
金
子
氏
の
論
、
ま
た
注（
5
）伊
地
知
氏
編
『
連
歌
百
韻
集
』（
昭
和
五
〇
・
汲
古
書
院
）
解
説
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（
12
）  
注（
4
）金
子
氏
論
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
（
13
）  
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
加
越
能
文
庫
『
寺
社
由
来
』（16.61 ‒425
）
に
よ
る
。
ま
た
、『
加
越
能
寺
社
由
来
上
巻
』（
昭
和
四
九
・
石
川
県
図
書
館
協
会
）
に
翻
刻
が
あ
る
が
、
閲
覧
に
よ
り
、
翻
刻
を
訂
正
し
た
部
分
が
あ
る
。
（
14
）  
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
加
越
能
文
庫
『
小
松
梅
林
院
天
満
宮
宝
物
之
記
』（16.61 ‒129
）
に
よ
る
。
（
15
）  
引
用
は
『
江
岑
宗
左
茶
書
』（
平
成
一
〇
・
主
婦
の
友
社
）
に
よ
る
。
（
16
）  
末
柄
豊
「
宗
祇
書
状
の
伝
来
に
関
す
る
一
考
察
│
蒐
集
文
書
と
紙
背
文
書
│
」（「
室
町
時
代
研
究
」
第
一
号
・
二
〇
〇
二
）
（
17
）  
引
用
は
『
連
歌
大
観
三
』
に
よ
る
。
（
18
）  
引
用
は
『
北
野
天
満
宮
資
料　
宮
仕
記
録
続
二
』（
平
成
九
・
北
野
天
満
宮
）
に
よ
る
。
（
19
）  
三
時
は
、
約
六
時
間
。
連
歌
作
品
の
詠
出
時
間
の
表
記
を
見
て
い
く
と
、
例
え
ば
後
に
宗
長
の
享
禄
四
年
十
一
月
二
十
五
日
夢
想
独
吟
「
明
ぼ
の
の
」
で
は
、「
五
時
」
の
う
ち
に
詠
ん
で
い
る
。
（
20
）  
両
角
倉
一
『
連
歌
師
宗
祇
の
伝
記
的
研
究
』（
平
成
二
九
・
勉
誠
出
版
）
（
21
）  
綿
抜
豊
昭
『
近
世
越
中　
和
歌
・
連
歌
作
者
と
そ
の
周
辺
』（
平
成
一
〇
・
桂
書
房
）。
ま
た
伊
藤
伸
江
・
奥
田
勲
「
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
本
『
宇
良
葉
』
の
研
究
と
翻
刻
」（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」（
第
67
号
・
平
成
三
十
一
・
三
）
一
五
五
『春日左抛御前法楽独吟百韻』の伝来
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
や
翻
刻
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
小
松
天
満
宮
・
大
阪
天
満
宮
・
富
山
市
立
中
央
図
書
館
・
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
・
京
大
文
学
部
図
書
館
・
天
理
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
